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57.6kDa

RBCK1 (UBCE7IP3)

RanBP-type and C3HC4-type zinc finger-containing protein 1, 6.3.2.-, HBV-associated factor
4, Heme-oxidized IRP2 ubiquitin ligase 1, HOIL-1, Hepatitis B virus X-associated protein 4,
RING finger protein 54, Ubiquitin-conjugating enzyme 7-interacting protein 3, RBCK1,
C200rf18, RNF54, UBCE7IP3, XAP3, XAP4
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	背景
	E3ユビキチン-タンパク質リガーゼは、UBE2L3/UBCM4などの特定のE2ユビキチン結合酵素からユビキチンを受け取り、基質へ転移します。酸化IREB2のE3リガーゼとして機能し、IREB2のユビキチン化にはヘムと酸素の両方が必要です。TAB2とIRF3のユビキチン化とプロテアソームによる分解を促進します。LUBAC複合体の構成要素であり、直鎖状（「Met-1」結合）ポリユビキチン鎖を基質に結合させ、NF-κBの活性化と炎症の調節に重要な役割を果たします。LUBACは直鎖状ポリユビキチンをIKBKGとRIPK1に結合させ、標準的なNF-κBとJNKシグナル伝達経路の活性化に関与します。 LUBAC複合体を介した直鎖状ユビキチン化は、TNF誘導性細胞死を阻害し、炎症を抑制します。LUBACは、BIRC2および／またはBIRC3によるTNF-R1シグナル伝達複合体（TNF-RSC）構成因子のポリユビキチン化に続いてTNF-R1シグナル伝達複合体（TNF-RSC）にリクルートされ、直鎖状ポリユビキチンをIKBKGおよび複合体の安定性に寄与する他の構成因子と結合させると考えられています。LUBAC複合体は、FAM105B/オツリンと共に、血管新生における標準的なWntシグナル伝達を制御します。様々な結合型のポリユビキチンに結合します。
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	全レーン：抗RBCK1（UBCE7IP3）抗体（1:2000希釈）

